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DM-3200／DM-4800（以降、本機と表記）ではミックス
ムーブの記録や読み込みだけでなく、再生中にタイムコードに
同期させながらミックスの推移（ミックスムーブ）を編集、調
整できます。本機のパネル上でオートメーションをすべてコン
トロールできるため、コンピュータの接続は必要ありません。

オートメーションミックスはプロジェクトの一部として本機の
CF カードに保存し、TASCAM Mixer Companion ソフトウ
ェアを使ってパソコンに移したり、本機システム間でカードを
使ってデータのやりとりができます。

以下がミキサーのオートメーション機能の利点です。

● プログラム内の同じ位置での面倒な操作（ミュートなど）を
オートメーションシステムに書き込み再生できるため、タイ
ミングを合わせてミュートキーを押すなどの煩雑な操作の必
要がなく、ミックスを聴いたり調整したりクリエイティブな
作業に集中できます。

● ミックスムーブは十分な微調整が可能で、そのムーブはオー
トメーションシステムで正確に再生できます。

● ミックスは後で呼び出し追加調整できます。

本機のオートメーションシステムは、本機のパネル上のコント
ロールや最小限のキー操作で直観的にできます。

本マニュアルの表記について

本マニュアルは以下の表記に従っています。

本機トップパネル上のキーを「AUTOMATION キー」のように
太字でパネルと同じ表記にします。

画面上に表示されるボタンやパラメータなどの文字は「STORE」
のように画面表示と同じ表記にします。

モードや機能名は「Write To End 機能」や「ライトモード」
など、英語またはカタカナで表記します。

オートメーションの対象

オートメーションの対象になるコントロールには以下のものが
あります。

● フェーダーレベル

● ミュートのオン／オフ

● パン設定（サラウンドパンのパラメータ、LFE レベル等を
含む）

● EQ 設定（ゲイン、フリーケンシー、Q、EQ のオン／オフ、
各EQ バンドの切り換えとTYPE のハイ／ローパスフィル
ター、ピーキング／シェルビングの切り換え）･AUX セン
ドレベル、プリ／ポスト切り換え、パン／バランス設定

● AUX マスターセンドレベル

● コンプレッサーの設定（スレッショルド、レシオ、アタック、
リリース等）

● ゲートの設定（スレッショルド、ヒステリシス、アタック、
ホールド、ディケイ等）

● BUSS マスターレベル

● 全ライブラリーの呼び出し

● IMAGEパラメータ（リンクチャンネルのIMAGEパラメー
タの設定）

● エフェクトパラメータの設定（エフェクトパラメータ
[TYPE, INPUT,MIX,BYPASS,OUTPUT]および各
エフェクトパラメータの設定）

● アサインスイッチの設定（BUSS、ステレオへのアサイン、
BUSS／ステレオバスからAUX 1-2へのアサイン、サラ
ウンドのアサイン設定やCSP／LFEスピーカー・オン／オ
フ設定）

オートメーションの対象にならないコントロールには次のもの
があります。

● デジタルトリム

● アナログトリム

● コントロールルームの切り換え

● LCD 画面の選択

● トランスポート機能

● フェーダーレイヤーの切り換え

● ミキサーのグローバルセットアップパラメータ

各コントロールのミックスムーブを一度にまとめて記録する必
要はありません。マルチトラックレコーディングと同様、コン
トロール単位でオートメーションモードを自由に切り換えでき
るため、各コントロールごとに記録してそれらをまとめて一つ
のオートメーションミックスを作り上げることができます。

本機のオートメーションシステムはフレキシブルな操作性を持
つため難しいものではありません。

オートメーションは、外部リニアタイムコード（LTC、いわゆ
るSMPTE/EBU）、あるいは本機MIDI IN 端子かUSB 端子か
ら入力されるMIDI タイムコード（MTC）に同期します。

本機内部のタイムコードジェネレータにミックスムーブを同期
させ、外部レコーダーをスレーブ機として使うこともできます。

ミックスムーブの各イベントのタイミング分解能はクオーター
（タイムコード）フレーム、つまり1/4 フレームです。ノンド
ロップ・30 フレームのタイムコードであれば、約8ms に相
当します。

フェーダーのタッチセンス機能について

オートメーションでフェーダー・タッチセンス機能を使う場
合、必ず指でフェーダーを触ってください。ペンや定規あるい
は爪などで触れても、正しく動作しません。
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セットアップ

本機は2 種類のタイムコードソースにロックします。どちらの
タイムコードも機能性、精密度においては同等ですが、使う場
面や状況によって次のいずれかを選択します。

タイムコード

本機のリアパネルにはSMPTE/EBU タイムコードを入力する
RCA 端子（TIMECODE IN）があります。

SMPTE/EBU タイムコードをオートメーションシステムで使
用するには、AUTO SETUP 画面を開き、下図にあるTC IN を選択
します。

図1.1: タイムコードソースの選択
（MTC[USB] を選択した例）

この画面が表示されていない場合はPOD 1 キーを押してか
ら、POD 1 つまみとENTER キーで、ポップアップメニュ
ーからSETUP を選択します。

MTC（MIDI タイムコード）

リアパネルのMIDI IN またはUSB 端子で受信するMIDI タイム
コードです。このタイムコードのソース機器は、LTC（リニア
タイムコード）に対応しないDAW（デジタルオーディオワー
クステーション）や、その他のMTC ソース機器です。

AUTO SETUP 画面で、受信する端子に従ってMTC（USB）または
MTC（MIDI IN）を選択します。
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本機のオートメーションシステムは機能性、操作性ともに優れ
ています。本章ではオートメーションシステムの基本的な操作
を説明します。それ以降の各章ではオートメーションシステム
についての詳細と、システムを最大限にご利用していただくた
めの手順について説明します。

1 SMPTE/EBU タイムコードまたはMTC（MIDI タイムコ
ード）のソース機器を、本機リアパネルのTIMECODE IN

端子またはMIDI IN 端子に接続します。あるいは、お使い
のDAW からUSB 接続で本機がMTC を受信しているこ
とを確認します。

AUTO SETUP 画面で適宜設定を行います。レコーダーが適
切なタイムコードを出力する設定になっているかを確認し
てください。

オートメーション用画面の表示

2 本機の取扱説明書（「プロジェクトとライブラリーについ
て」）に従って、既存のプロジェクトをロードするか、新
規プロジェクトを作成します。

Fs Mode が異なるプロジェクトをロードする際にはMixer を再起

動する必要があります。このとき、アクティブになっているオート

メーションデータで保存されていない内容がある場合、消去されて

しまいますのでご注意ください。

3 AUTOMATION キー→ POD 1 キーを押してプルアップメ
ニューを表示させます。

4 POD 1 つまみでメニューからAUTO FILES を選択し、POD

1キーまたはENTER キーを押します。

図2.1: オートメーションのAUTO FILES 画面

カーソルを画面上のNEW ボタンに移動し、ENTER キーを
押します。

もう一度ENTER キーを押すと、既存のオートメーション
データの削除が確定します。

ご注意 

オートメーションのオン

5 POD 1 キーをもう一度押します。POD 1 つまみで
AUTOSETUP を選択し、POD 1 キーかENTER キーを押しま
す。

図2.2: オートメーションのAUTO SETUP 画面

6 画面上部にあるAUTOMATION ENGINE ボタンにカーソルを
移動し、ENTER キーを押すとオートメーションがオンに
なります。

初期設定

7 通常のミックスと同じ要領でレコーダーと本機を操作しま
す。この時点ではミックスムーブはまだ記録されていませ
ん。コントロール類の設定を変更するとそれがオートメー
ションシステムに保存されます。

現在の設定の保存

8 AUTO FILES 画面でPOD 2 キー（STORE AS）を押して現在
のミックスデータを保存します。

図2.3: ミックスのタイトル入力

カーソルキー、テンキー、CLR キー、DATA ダイアル、
ENTER キーを使ってミックスのタイトルを付けます。
ライブラリー項目のタイトル入力、編集についての詳細は、
取扱説明書のライブラリーの項をご参照ください。
このオートメーションデータは現在のプロジェクトの一部と
して保存され、いつでも参照できるようタイムスタンプが付
きます。
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フェーダームーブの記録

9 ミックスの基本設定ができたら、フェーダーのムーブを記
録してみましょう。

● タイムコードソースを再生しながら、操作パネル上の
WRITEキーを押します。

● 指でフェーダーを上下に動かしてみます。

● ミックスムーブの記録が終わったらフェーダーを離しま
す。フェーダーは自動的に元の設定位置に戻ります。

● レコーダーの再生位置を戻して同じ部分を再生してみてく
ださい。たった今ライトしたミックスムーブが再生されま
す。

● WRITE キーを押してフェーダーを動かせば、新しいミッ
クスムーブがライトできます。

ミュート（ スイッチイベント）の記録

10 ミュートをライトしてみましょう。ミュートは「スイッチ
イベント」です。

● タイムコードソースを再生しながら、WRITE キーを押し
ます。

● MUTE キーを押してミュート設定をオン／オフします。

● レコーダーの再生位置を戻して同じ部分を再生してみてく
ださい。たった今MUTE キーでライトしたスイッチイベン
トが再生されます。（MUTE インジケーターとミュートの
状態が、入力タイムコードに同期して変化します。）

AUX センドムーブの記録

11 タッチセンス機能フェーダーを使って、AUX センドのム
ーブをライトしてみましょう。

● AUX センド1、2 をフェーダーでコントロールするには、
トップパネルのENCODER MODE（エンコーダーモード）
セクションでAUX 1-2 を選択し（SHIFT キーを押しながら
ENCODER MODE セクション内の一番上のキーを押す）、
FLIP キーを押してフェーダーをAUX1-2レベルに割り当
てます。

● WRITE キーを押し、タイムコードソースの再生をスター
トさせます。

● フェーダーを上下に操作して、そのチャンネルのAUX セ
ンド1 のミックスムーブをライトします。

ミックスムーブの記録が終わったらフェーダーを離しま
す。フェーダーは自動的に元の設定位置に戻ります。

エンコーダーまたはPOD つまみのムーブの記録

12（パン設定など）エンコーダーのムーブをライトしてみま
しょう。

● CONTROL SENSE TIME OUT チェックボックスをチェックし
ます（チェックされていない場合は、21 ページの
「CONTROL SENSE TIME OUT とスイッチイベント」
をご参照ください。

● パンエンコーダーモードを選択します。

● タイムコードソースを再生しながら、WRITE キーを押し
ます。

● エンコーダーを回してミックスムーブをライトします。

● CONTROL SENSE TIME OUT チェックボックスがチェックさ
れていれば、エンコーダーの動きを1 秒以上動かさないで
いると、エンコーダーは以前の設定位置に戻ります。

POD つまみやエンコーダーをオートメーションシステムにライト

する際、AUTO REVERT をオフにしたりCONTROL SENSE TIMEOUT を

調節したい時にはAUTO SETUP 画面で行います。

既存のミックスムーブレベルの増減

13 既存のミックスムーブのレベルを増減（トリム）すること
ができます（つまり、ムーブの全体レベルを調整できます）。
たとえば、前述のステップ9 あるいは11 でライトしたム
ーブは満足いくけれども、その音量自体をもう少し上げた
いとします。

● タイムコードソースを再生しながら、TRIM キーを押しま
す。

● 音量を大きくしたいところで該当するフェーダーを指で操
作し、レベルを上げます。すでに記録されているムーブの
レベルに、追加分のレベルが加わった音量が聞こえます。

● トリムが終わったらフェーダーを離します。フェーダーは
トリム以前のミックスムーブの位置に戻ります。

最終ステップ

14 ミックスを必ずライブラリーに保存してください（5 ペー
ジの「現在の設定の保存」をご参照ください）。

ではミキシングをエンジョイしてください！

ノート 
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WRITEキーをON

フェーダー、スイッチなどの 
ミキシング操作を記録 

タイムコードを走行させる 

タイムコードを停止させる 

SHIFT + KEEPキーで 
 データをKEEP 

（バックアップとして 
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AUTO FILE画面で 
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（作成データを保存） 
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・AUTO FILE 画面 

7

8-1 8-2

スタート 

終了 

Yes

No

音を聞きながら 
全体のバランスを取る 
（初期値を作成） 

AUTO SETUP画面で 
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基本的な Automation Data 作成手順
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モード

ここではまずオートメーションのモードと機能について簡単に
説明します。各モードでの詳しい操作方法と、自動モード切換
方法については本マニュアルの操作についての章（ 14 ページ
の「オートメーションシステムを使う」）で説明します。

AUTO（ オート）

オートメーションシステムがオンになっている時は、このモー
ドが全コントロールの初期設定です。自動モード切換はこのモ
ードのときに実行されます。

コントロールがオートモードに設定され、本機がタイムコード
を受信している場合、WRITE インジケーターが点灯していれ
ばそのコントロールはライト待機状態、TRIM インジケーター
が点灯していればトリム待機状態になっています。つまりコン
トロールは何も動かさない限り、すでに記録（ ライト）された
データを読み出し、コントロールを一旦動かすと該当モード（
ライトまたはトリム）になります。

両方のインジケーターが消灯している場合のコントロールのス
テータスは、過去にそのコントロールのミックスムーブが記録
されているかどうかによって決まります。ミックスデータがす
でに存在している場合、コントロールはタイムコードを受信す
るとライトリハーサルになります（ つまり、コントロールを動
かすとそれに該当するミックスが変化するのが聞こえますが、
実際には記録されません）。一方、ミックスデータが存在しな
い場合はスタティック待機状態になります（ つまり、コントロ
ールを動かすと、そのスタティックデータが更新されます）。

一つのコントロールあるいは複数のコントロールのグループに
対し一括してライトモードやトリムモードをオン／オフできま
す。

またミックスをしながらライトモードとトリムモードを切り換
えることもできます。ミックスのパス中に行ったリバートタイ
ムの調整も、オートメーションシステムが認識します。ただし
例外はWrite to End 機能で、これはタイムコードを停止させ
ないと完了しません。

一般的に、ダイナミックミックスムーブが記録されているコントロ

ールはダイナミックモードに、またダイナミックなミックスモード

が記録されていないコントロールはスタティックモードになってい

ます。

ノート 

WRITE（ライト）

マルチトラックレコーダーの「録音待機モード」と似ています。

ライトモードがオンになっていると、オートモードのコントロ
ールすべてが、現在のミックスムーブデータを読み出します。

ライトモードがオンのときに任意のコントロールを調整する
と、そのコントロールが新しいミックスムーブをライトし始め、
すでにあるデータを上書きします。
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TRIM（トリム）

ミックス中に、コントロールのムーブには満足しているので、
ムーブ自体はそのまま手をつけずに、コントロールの全体のレ
ベルだけを上げ下げしたい、という場合があります。

上図の例では、「トリム開始」点でフェーダーを上げ、「トリム
終了」点でフェーダーを離しています。フェーダーのレベルが
既存のデータより増加しているのがわかります。トリムを実行
すると、該当コントロールを通過するオーディオもトリムのム
ーブに合わせてリアルタイムで変化します。

STATIC（スタティック）

オートメーションミックスの過程で、動きのあるコントロール
（ダイナミックオートメーション）と、ミックスファイルに保
存されている設定値の位置でそのまま動かないコントロール
（スタティックオートメーション）があります。

スタティックモードのコントロールは、そのコントロールを別
の位置へ動かすと、ミックスファイル内の設定値が自動的にそ
の値に更新されます。

ライトモードがオフの場合は、コントロールを動かしてもダイナミ

ックオートメーションデータとして記録されることはありません。

ノート 

そこで、トリムモードを使って、トリム操作の時間中のミック
スムーブの相対的なレベルを調整します。以下はトリムモード
の概念をわかりやすく説明した図です。

SAFE（セーフ）

セーフモードでは既存のスタティックオートメーションまたは
ダイナミックオートメーションのデータを読み込むだけで、コ
ントロールを動かしてもオートメーションデータとして記録さ
れません。また、該当コントロールを通過するオーディオにも
影響ありません。ミキサーのコントロール類すべてをセーフモ
ードにするには、SHIFT キーを押したままALL SAFE キーを押
します。

OFF（ オフ）

オートメーションシステムからコントロールを完全に切り離し
たモードです。オフモードのコントロールを動かしても、ミッ
クスムーブの記録、再生はできません。ただし、そのコントロ
ールを通過するオーディオには影響します。

Reherse（ リハース）

ライト、トリム、スタティックの各モードで使用できる特殊な
状態です。実際には記録せずにミックスムーブを練習したり試
したりすることができます。

8 秒 

8 秒 

+12

+6

+3

0

-3

-6

-12

+12

+6

+3

0

-3

-6

-12

1 秒 2 秒 3 秒 4 秒 5 秒 6 秒 7 秒 

1 秒 2 秒 3 秒 4 秒 5 秒 6 秒 7 秒 

-9

トリム前 

トリム後 

トリム開始 トリム終了 

リバート 
タイム 

図3.1: トリムモードでのレベル変化
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画面

本機のオートメーション画面は、次の目的で使用します。

● オートメーションシステムのオン／オフ

● 操作上のプリファレンスの設定

● マスターのオートフェードアウトタイムの設定

● 使用済／使用可能メモリーの容量表示

● オートメーションモードの変更

● チャンネル間での設定のコピー／ペースト

● ミックスファイルの管理

どのオートメーション用画面でも、カーソルの移動は画面の右
下にあるカーソルキーを使います。

AUTO SETUP 画面

図3.2: AUTO SETUP 画面

カーソルをチェックボックスに合わせてENTER キーを押して
オン／オフを切り換えます。時間値の入力は、カーソルをボッ
クスに移動し、ダイアルで値を変更しENTER キーを押します。

ENTER キーを押して確定するまで値が点滅します。

オートメーション用画面を表示するには、AUTOMATION キー
を押します。このキーを押すたびに画面が切り換わります。
（またはPOD 1 つまみとPOD 1 キーを使用することもできま
す。）

AUTOMATION ENGINE

オートメーションシステムのオン／オフを切り換えます。

オンにすると、各画面の左上に現在選択しているチャンネル番
号とともにAUTO と表示されます。

オフにすると、オートメーションデータの記録、再生はされま
せん。

AUTO STORE

ミックスデータを自動保存するかしないかを選択します。

チェックした場合は、次の2 項目から選択します。

OVERWRITE: 新しいデータで以前のミックスデータを上書きし
ます。

KEEP: バックアップとして以前のミックスデータを保持します。
(13 ページ参照)

KEEP CONFIRMATION

Keep 時に上書きを行なう状況が発生した場合（13 ページ参
照)、チェックされていると確認ポップアップ画面が表示され
ます。

初期設定ではKEEP CONFIRMATION チェックボックスはチェック
（オン）されています。

AUTOMATION MODE MULTI PASS

通常は、タイムコードの受信が停止すると、自動的にパネル上
のWRITE（グローバルライト）またはTRIM（グローバルトリム）
がオフになります。

しかし、チェックすると、グローバルライトモードまたはグロ
ーバルトリムモードをマニュアルでオフにしない限り、そのモ
ードを終了しません。つまり、各ミックスのパスごとにわざわ
ざグローバルライトまたはトリムモードをオンにしなくても、
ミックスムーブを続けることができます。

TRIM ALL

チェックすると、一部のデータをトリムしたときに、フェーダ
ーなどのすべてのミックスムーブ（ただしスイッチムーブは除
く）が、ミックスの初めから終わりまでプログラム内のトラン
スポートの位置に関係なく、トリムされます。

タイムコードが停止すると、トリムされたイベントは、一番最
後に行ったトリム量（差分）を使って作成されます。タイムコ
ード受信中は、既存のミックスムーブはオートメーションデー
タとして修正されません。

オンのとき、トリムしたイベントは記録されず、タイムコード
受信中、リバートは実行されません。

AUTOMATION FADER MOTOR OFF

チェックしておくと、オートメーションの再生時にフェーダー
のモーターが動作せず、フェーダーが動きません。この設定は
OPTION PREFERENSE 画面でも設定できます。

AUTO REVERT

チェックすると、オートリバート機能がオンになり、コントロ
ールから手を離したときに、そのコントロールが以前の設定値
にスムーズにつながって戻ります。チェックしない場合は、
REVERT キーを押すか、タイムコードの受信を停止してマニ
ュアルでオートメー

ションレコーディングからパンチアウトすることが必要です。
その場合でも、該当コントロールは以前の設定値にスムーズに
戻ります。

AUTO REVERT にはWrite とTrim のチェックボックスがあ
り、各モードを別々に選択することができます。

ミックスパス中でもオートリバートをオン／オフすることができま

す。その場合、新しい設定はミックスムーブにのみ適用されます。

以下の例を参照してください。

WRITE インジケータが点灯し、AUTO REVERT のWRITE チェクボッ

クスがチェックされていない時にフェーダーを操作します。

次にAUTO REVERT のWRITE チェックボックスをチェックし、のフ

ェーダーを操作します。すると、あとで動かしたフェーダーはオー

トリバートしますが、最初に操作したフェーダーはREVERT キー

を押さない限り、ライトを続行します。

ノート 
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REVERT TIMES
AUTO REVERT: チェックボックスの右端にあるボックスにリバ
ートタイムを入力します。リバートタイムとは、コントロール
が新しいデータ位置から以前の設定値にスムーズに繋がって戻
るまでにかかる時間（秒単位）です。ライトモード、トリムモ
ード別々に0.5 秒単位、0.5 秒～ 10 秒の範囲で設定します。

リバートタイムが∞s（無限大）の時は、Write/Trim To End
機能がオンになり、それがオートメーションの記録を開始した
時点からミックスの最後まで、ライトまたはトリム操作に適用
されます。

ライトモードの場合はオートメーションの記録を開始した時点
からミックスの最後まで、すでにあるミックスデータが上書き
されます。

トリムモードの場合は、オートメーションの記録を開始した時
点からミックスの最後まで、トリム操作に適用されます。

この機能は以下の例に便利です。

● 曲全体を通してミックスムーブデータがあり、その曲の途中
から終わりまでの音量を上げたい場合。TRIM チェックボッ
クスの右にあるリバートタイムのフィールドに∞s 設定を
入力してミックスデータを操作すると、曲の終わりまで再生
しなくても新しいミックスデータを記録することができま
す。

● 曲全体を通してミックスムーブデータがあり、ミックス過程
で特定のコントロールを、曲の途中から終わりまで、一つの
設定値に固定したい場合。

WRITE チェックボックスの右にあるリバートタイムのフィ
ールドに∞s 設定を入力して対象のコントロールを操作す
ると、曲の終わりまで再生しなくてもこの設定値を記録する
ことができます。

AUTO REVERT のWRITE （または TRIM）をチェックしないと、
Write （またはTrim）To End 機能は使えません。

Write/Trim To End 機能を終了するには、タイムコードを停止し
ます。タイムコード受信中にマニュアルでライトモードまたはトリ
ムモードをオフにすると、Write To End 機能は終了しません。

Write （またはTrim）To End 機能の進行中にリバートタイム
を∞s（無限大）設定から任意の数値に変更すると、該当コントロ
ールはすぐにリバートを開始します。

CONTROL SENSE TIME OUT

本機のフェーダーにはタッチセンス機能があります。そのため、
フェーダーを触ったり離したりすることでオートメーションシ
ステムが感知してオートメーションの記録をパンチイン／アウ
トすることができます。

しかしPOD つまみ、トップパネルのキー、およびエンコーダー
にはタッチセンス機能はありません。従って、ミックスムーブ
の記録を停止したりリバートムーブの記録を開始したりするタ
イミングの検知は、これらのコントロールが操作状態を検知す
ることが必要です。

CONTROL SENSE TIME OUT: パラメータの値を設定することで、
その時間が経過したら該当コントロールを操作しなくても自動
的にオートメーションの記録からパンチアウトさせることがで
きます。値は0.5 秒単位、0.5 秒～ 10 秒の範囲で設定しま
す。そのコントロールの操作を再開するとイベントの記録も再
開します。

フェーダーにAUX センドをアサインしてフェーダーのタッチセン
ス機能を利用し、必要に応じてエンコーダーを操作するという方法
も便利です。

ヒント 

ノート 

AUTO FADE OUT TIME
AUTO FADE キーを押したときにマスターフェーダーに書き込
まれるリニアフェードの時間（フェードアウトするまでの時間）
を設定します。

値は0.5 秒単位、0.5 秒～ 10 秒の範囲で設定します。

オートフェード機能を実行するとマスターフェーダーのミック
スムーブとして記録されます。オートフェード機能の実行後に
この時間値を変更しても記録されたミックスムーブは変化しま
せん。

次の手順でオートフェードをライトします。

1 WRITE キーを押します。

2 SHIFT キーを押したまま、フェードを開始したい時点で
AUTO FADE キーを押します。

オートフェードを消去するには、マスターフェーダー操作を上
書き記録するかWrite To End 機能を使います。

リニアフェード（直線的なフェード）は必ずしも音楽的に望ましい
ものではありません。通常は、まず速めのスピードでフェードさせ、
終わりに近付くにつれてゆっくりとフェードさせます。

オートフェード機能を使ってこのようにする手順を説明します。

● WRITE キーを押します。

● SHIFT キーを押しながら、フェードを開始したい時点でAUTO
FADE キーを押します。

● SHIFT キーを押したまま、もう一度AUTO FADE キーを押して、
フェーダーの現在の位置からオートフェードタイムを再スター
トさせます。

● これを繰り返せば、オートフェードの最後を次第に遅くさせる
ことができます。

AUTO FILES 画面

図3.3: AUTO FILES 画面

画面の左右に現在のオートメーションファイルと、反転表示で
選択されたオートメーションファイルがそれぞれ表示されてい
ます。

現在のオートメーションファイルが使用しているメモリーの容
量がバーメーターで表示されています。

ミックスが使用しているメモリーの容量も表示されています。

POD 4 つまみあるいはダイアルを使って、保存されているミ
ックスを選択し、画面上のCF BANK ボタンで、挿入されてい
るCFカード上のバンクを選択します。

ヒント 
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DELETE ボタンは反転表示されているミックスファイルの内容
を完全に消去します。

DELETE 操作にはアンドゥ機能は使えませんのでご注意ください。

NEW ボタンを押すと、Automation のStore/Recall 対象のデー
タ全てをクリアします。

NEW によってデータをクリアした後は、UNDO/REDO が可
能です。UNDO するとNEW する前のデータに戻ります。

NEW によるクリア時の各設定値は下記の通りです。

● ミックス初期値

現在のミキサーの状態がスタティックモードの初期値になり
ます。

● タイムコード情報( 画面上のFRAME 欄)

「-F」不定状態

● ファイル名

画面上のNAME 欄はクリアされます。

Store As を押すと「UNTITLED#000」～「UNTITLED#999」のよ
うに表示されます。

● MEMO 欄

クリアされます。

● Mode/Rehearse

全コントロールのMode がAUTO に、Rehearse がOFF に設定
されます。

● TRIM ALL

AUTO SETUP 画面のTRIM ALL がOFF に設定されます。

CLEAR ボタンを押すと、ミックス初期値とダイナミックイベン
トを全て削除します。

AUTO SETUP 画面のPOD 2キーを押すことでも実行することが
出来ます。

NEW ボタンとの違いは、ミックス初期値とダイナミックイベン
ト以外はクリアされない点です。

CLEAR によってデータをクリアした後は、UNDO/REDO が可
能です。UNDO するとCLEAR する前のデータに戻ります。

その他の画面上のボタン類は他のライブラリーと同じ要領で、
保存内容の保護、データの呼び出し、データの保存が出来ます。

AUTO CONFIG 画面

図3.4: AUTO CONFIG 画面

ご注意 

AUTO CONFIG 画面を使って、オートメーションのモード切換設
定を変更します。選択チャンネルは画面左上に表示されていま
す。

この表示チャンネルがFader グループやMute グループに設定さ
れていると、そのグループが表の右上に表示されます。

ここで行った変更は、画面右にあるAPPLY TO 欄のボタンで選
択したチャンネルやコントロールに適用されます。右下の
POD つまみ（POD4) を使ってそのボタンを選択します。
ENTER キーで確定する必要はありません。

この画面でモジュールやコントロールがAUTO 以外のモードに
設定されると、該当モジュール、コントロールはAUTO にリセ
ットするまでそのモードのままになります。

この画面で行った設定はミックスデータの一部として保存され
ます。

MODULE
選択すると、この画面で行った変更が、選択チャンネルの該当
コントロールにのみ適用されます。

ALL MODULE
選択すると、この画面で行った変更が全チャンネルの一つのコ
ントロールに適用されます。たとえば、ALL MODULE ボタンを
選択し、FADER の列でSAFE をオンにすると、ミキサーのす
べてのフェーダーがセーフモードになります。

ALL CNTRLS
選択すると、この画面で行った変更が選択チャンネルの全部の
コントロールに適用されます。ライブラリーへも適用されます。

ALL
選択すると、この画面で行った変更が全チャンネルの全部のコ
ントロールに適用されます。

COPY
現在選択されているチャンネルの設定を特殊なクリップボード
にコピーします。クリップボードの内容は、別のチャンネルに
ペーストできます。この操作を実行すると、ポップアップメッ
セージが表示されます。

PASTE
上記のCOPY ボタンで現在選択されているチャンネルの設定
をコピーしたときにのみ表示されるボタンで、コピー内容をペ
ーストします。この操作にはアンドゥ機能は使えませんのでご
注意ください。

IMAGEパラメータはAUTO CONFIG画面内では、PAN／BAL

のアイテムに属します。

アンドゥ／リドゥ

UNDO/REDO キーは、ダイナミック／スタティックコントロ
ーの設定を一つ前のデータに戻します（アンドゥした直後の場
合は、アンドゥ操作を取り消します）。AUTO SETUP 画面の
POD 3キーでも操作することが出来ます。

1回のパスでの全ミックスムーブをアンドゥまたはリドゥする
グローバルな機能です。

ただし、何も記録／変更しなかったパスの後はUNDO/REDO
出来ません。この状態の時にUNDO/REDO 操作をされた場合
は" No Automation Undo data" とポップアップメッセージが表示
されます。

ノート 
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REVERT

既存のミックスムーブと記録中のイベントを設定時間かけてス
ムーズにつなげる機能です。

基本的にオートメーション対象のパラメータの中でフェーダー
やパンの様な連続可変タイプのパラメータがREVERT機能の
対象になります。

KEEP

現在のミックスデータを別名で保存する機能です。

以前のミックスデータをバックアップとして保持することがで
きます。

現在選択されているCF BANK に空いている場所がなくなる
と、プロテクトされていない一番古いミックスデータから順に
上書きされます。この際、 AUTO SETUP 画面の KEEP
CONFIRMATION がチェックされていると確認のメッセージが表
示されます。

KEEP で保存されたミックスデータにはファイル名末尾に
#000から#999 の番号が付けられます。基本的に番号が大
きいほどミックスデータが新しくなります。但し、#999 のミ
ックスデータをKEEP すると#000 の番号が付けられますの
で、これ以降は「番号が大きいほど新しい」という状態ではな
くなります。

KEEP は、SHIFT キーを押しながらTOUCH/KEEP キーを押す
ことで実行します。

タイムコード停止中に KEEP 操作をした場合は、すぐに
KEEP が実行されます。

タイムコード走行中にKEEP 操作をした場合は「KEEP 予約
状態」となり、タイムコートを停止した時にKEEP が実行さ
れてミックスデータが別名保存されます。

AUTO SETUP 画面においてAUTO STORE がON でKEEPが選択
されている場合は、KEEP 操作をしなくともタイムコードを停
止した時に自動的にKEEP が実行されます。

TOUCH

トップパネルのTOUCH キーを使って、POD つまみ、エンコ
ーダー、キーで“Fader を触ったままにすることで任意の値を
保持する”というような動きを実現します。

Touch Sense 機能のあるフェーダー操作子の場合、Fader 操作

後にFader を動かさなくてもFader を触っている間はその値でミ

ックスムーブを上書きすることができます。

Touch Sense 機能のないPOD、エンコーダー、キーの場合は、

オートメーションシステムが操作子に触っていることが検知出来な

いため、操作した後動かさないでいるとControl Sense Timeout時間

経過後にRevert してしまいます。

TOUCH 機能を使うと、Touch Sense 機能のないPOD、エ
ンコーダー、キーでも、Touch Sense 機能のあるフェーダー
操作子と同様に任意の設定を保持することが可能になります。

ノート 

1 グローバルライトモードをオンにします。

2 Pod、エンコーダー、キーを操作して保持したい値に設定
します。

3 Control Sense Timeout 時間経過する前に(Revert 開始する前
に)TOUCH キーを押しながら該当のPod、エンコーダー、
キーを操作します。( この操作をしたらTOUCH キーは離
して大丈夫です) この操作によって、現在の値を保持した
ままのミックスムーブが上書きされます。

4 値を保持したい時間が過ぎたらREVERT キーを押してリバ
ートさせライトを終了します。

AUTO SETUP 画面で行った設定に従ってリバートが行われ
ます。

チャンネルLED インジケータ

各チャンネルモジュールにはフェーダーのすぐ上に
OL/STATUSインジケータがあります。オートミックス中、こ
のインジケータは、該当チャンネルがライト、リード、リバー
トのどの動作をしているかを表示します。

OPTION 画面でこのインジケータの機能を設定します。初期設
定は、本機取扱説明書に記載しているように、オーバーロード
時に点灯します。

オートメーションインジケータとして使用すると、そのチャン
ネルの任意のコントロールがライトまたはリバートしている時
に点滅します。なお、REHEARSE がON の状態の時には薄明か
りで点滅します。また、そのチャンネルのすべてのコントロー
ルがリードしている時は点灯します。

REVERT キーの上にあるグローバルなリバートインジケータ
は、いずれかのコントロールがリバートしている時には点滅し
ます。

いずれかのコントロールをライトしている時には点灯します。
（Revert Ready を示しています）

ライトまたはリバートしているコントロールがない時には消灯
します。

画面上部の表示

オートメーションシステムをオンにすると、どの画面でも選択
チャンネルの横にAUTO という文字が表示されます。ミキサー
がスタティックまたはダイナミックミックスデータのライト待
機状態になると、WRITE という文字が表示されます。オートメ
ーションシステムで実際にミックスデータを選択チャンネルに
書き込んでいる時は、このWRITE が点滅します。これはライト
またはトリム実行時です。

右側には、ミキサーとオートメーションシステムで使用してい
るタイムコードのソースが表示されています。TC はリニアタ
イムコード、MTC はMIDI タイムコード、INT は内部タイムコ
ードジェネレータを示します。
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本機のオートメーションンシステムは直観的な操作性かつ容易
な視認性を特長としており、従来のミキシングコンソールでは
実現されなかった充実した機能性／操作性を備えています。

前章までの説明をご理解いただいた上で下記の手順に従えば、
すぐにでもオートメーションミックスが作成できます。

ミックスの準備

手順:

AUTO SETUP 画面でカーソルをAUTOMATION ENGINE ボタンに合
わせ、ENTER キーを押してオートメーションシステムをオン
にします。

結果:

ミキサーのすべてのコントロール設定が現在のミックスメモリ
ーに保存されます。設定を変更すると、自動的に現在のミック
スメモリー内の設定が更新されます。これはアナログミキサー
でのミキシングと似ていますが、本機では各コントロールが現
在どのように設定されているかをオートメーションシステムが
認識している点が異なります。オートメーションシステムでは、
この状態をスタティックモードと呼びます。

手順:

カードメモリーのバンクにミックスファイルを保存します（
11ページの「AUTO FILES 画面」参照）。

結果:

ミックスはメモリーバンクに保存されるまでは、現在のミック
スメモリーにのみ存在します。現在のミックスメモリーは、ミ
キサーの電源を切ると消去されてしまいますので、後でミック
スを呼び出したい場合はメモリーバンクに保存してください。

ミックスムーブのライト

手順:

タイムコードソースを再生する前または後にWRITE キーを押
します。キーのインジケータが点灯します。タイムコードソー
スを再生しながら、必要なミックスムーブを作成します。

結果:

ミキサーがライトモードの時、タイムコード受信中に任意のコ
ントロールを操作すると、それがオートメーションシステムに
よって、そのコントロールに書き込まれます。

タッチセンスフェーダーの場合は、フェーダーに触った時点で
ライトが始まります。

POD つまみの場合は、つまみを動かした時点でライトが始ま
ります。

ダイナミックミックスムーブがコントロールに記録されると、
オートメーションシステムはミックスムーブを読み込むため
に、自動的にそのコントロールをスタティックモードからダイ
ナミックモードに切り換えます。ミックスムーブが記録されて
いないコントロールは、それが、ダイナミックミックスデータ
を記録したコントロールと同一チャンネルにあっても、スタテ
ィックモードのままで変わりません。

REVERT TIME（ リバートタイム）

ミックスムーブの記録が終わると、該当コントロールは、記録
以前にあった設定に戻ります。以前の設定とはダイナミックミ
ックスムーブ、スタティックデータのいずれかです。記録され
たミックスムーブの最後の位置から以前の設定にスムーズに繋
ぐときのリバート時間を、「リバートタイム」と呼びます。

リバートタイムは、タイムコードが停止しても、そのタイムコ
ードが停止した時間を越えた位置まで適用されるので、新規ミ
ックスムーブから以前の設定値への繋がりが必ずなめらかにな
ります。

オートリバートの選択肢

AUTO REVERT のWRITE チェックボックスをチェックすると、オ
ートメーションシステムは各コントロールごとにミックスムー
ブのライトを自動的に停止するので、マニュアルでライト操作
を終了させる必要はありません。

この場合、フェーダーから指を離したタイミングや、POD つ
まみ／エンコーダーの動きを止めたタイミングによって、各コ
ントロールがそれぞれ異なるタイミングでミックスムーブのラ
イトを停止します。

タッチセンスフェーダーは、フェーダーを離すとすぐにリバー
トが始まります。

POD つまみ／エンコーダーでは、操作しないまま CONTROL
SENSE TIME OUT パラメータで設定した時間が経過すると、リバ
ートが始まります。このCONTROL SENSE TIME OUT の設定によ
って、POD つまみやエンコーダーがまるでタッチセンス機能
を持っているかのように動作します。

リバートが始まると、該当コントロールは指定したリバートタ
イムに従って、以前の値にスムーズに繋がっていきます。以前
の値とは、スタティックデータ、ダイナミックミックスムーブ
のいずれかです。

スイッチイベントはCONTROL SENSE TIME OUT で設定した時間
が経過した後にリードできるように振る舞います。以前のデー
タには戻りません。また、スイッチイベントをライトしている
時、CONTROL SENSE TIMEOUT で設定した時間が経過するより前
にREVERT キーを押すと、すぐにリード状態( ライト待機状
態) に切り替わります。
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下図の例をご参照ください。

図4.1: オートリバートがオン時に、フェーダーの新規ムーブで以前のスタティックデータのフェーダー位置を上書き

図4.2: オートリバートがオン時に、POD つまみ／エンコーダーの新規ムーブで以前のスタティックデータの位置を上書き
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図4.3: オートリバートがオン時に、フェーダーの新規ムーブで以前のダイナミックムーブを上書き

図4.4: オートリバートがオン時に、POD つまみ／エンコーダーの新規ムーブで以前のダイナミックムーブを上書き
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オートリバートのオフ

オートリバートをオフにすると、タイムコードを停止させるか
REVERT キーを押すことによって、マニュアルでミックスムー
ブのライトを止めることができます。ミックスムーブをライト
しているすべてのコントロールは同時にライトを停止します。

以下の図でその例を見てみましょう。

タイムコードが停止してリバートが始まると、タイムコード停
止後もリバートタイムがコントロールに適用されるので、その
コントロールの新しいミックスムーブの最後の位置から以前の
設定にスムーズに繋がってリバートします。

図4.5: オートリバートがオフ時に、フェーダーの新しいムーブで以前のスタティックデータ位置を上書き

図4.6: オートリバートがオフ時に、POD つまみ/エンコーダーの新しいムーブで以前のスタティックデータ位置を上書き
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図4.7: オートリバートがオフ時に、フェーダーの新しいムーブで以前のダイナミックムーブを上書き

図4.8: オートリバートがオフ時に、POD つまみ／エンコーダーの新しいムーブで以前のダイナミックムーブを上書き
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Write To End 機能

ライトモードのリバートタイムを∞ s（無限大）にすると、オ
ートメーションの記録が終了してからそのプログラムの終わり
までは、コントロールの最後の設定が維持されます。これが
WriteTo End 機能です。オートメーションの記録が終了して
からそのプログラムの終わりまでに存在するミックスムーブは
すべて消去されます。

下図でWrite To End 機能の使用例を見てみましょう。

Write/Trim to End 機能を終了するには、タイムコードを停止さ

せることが必要です。タイムコード受信中にマニュアルでライトモ

ードまたはトリムモードをオフにすると、Write To End 機能は終

了しません。

Write To End 機能を使うには、必ずオートリバートをオンにして

ください。

ノート 

図4.9: Write to End 機能によるデータで、フェーダーの以前のスタティックデータ位置を上書き

図4.10: Write to End 機能によるデータで、フェーダーの以前のダイナミックムーブを上書き
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図4.11: Write to End 機能によるデータで、POD つまみ／エンコーダーの以前のスタティックデータ位置を上書き

図4.12: Write to End 機能によるデータで、POD つまみ／エンコーダーの以前のダイナミックムーブを上書き

+12

+6

+3

0

-3

-6

-12

+12

+6

+3

0

-3

-6

-12

-9

8 秒 1 秒 2 秒 3 秒 4 秒 5 秒 6 秒 7 秒 

8 秒 1 秒 2 秒 3 秒 4 秒 5 秒 6 秒 7 秒 

POD操作 

既存のPODムーブ 

ミックスムーブ 

PODを離す タイムコードを停止 

POD操作 
を続行 

+12

+6

+3

0

-3

-6

-12

+12

+6

+3

0

-3

-6

-12

-9

8 秒 1 秒 2 秒 3 秒 4 秒 5 秒 6 秒 7 秒 

8 秒 1 秒 2 秒 3 秒 4 秒 5 秒 6 秒 7 秒 

POD操作 

既存のスタティックPOD位置 

ミックスムーブ 

PODを離す タイムコードを停止 

POD操作 
を続行 



第4 章 オートメーションシステムを使う

TASCAM  DM-3200/DM-4800 オートメーションガイド 21

スイッチイベントのライト

スイッチイベントはオン／オフの切り換えイベントで、MUTE

キーやEQ ON キーなどがこれに該当します。

手順:

タイムコードソース再生の開始前または後にWRITE キーを押
します。キーのインジケータが点灯します。タイムコード受信
中に任意のタイムコード位置で、スイッチイベントを記録する
キーを押します。

結果:

ミュート、EQ のオン／オフ、EQ バンドタイプの切り換え、
AUX センドのプリ／ポスト切り換え、ライブラリーのリコー
ルで使用できます。

スイッチイベントをコントロールに記録すると、自動的にその
コントロールがスタティックモードからダイナミックモードに
変わり、ミックスムーブをリードできるようになります。

スイッチイベントが記録されていないコントロールは、同じチ
ャンネルの別のコントロールに他のミックスデータが記録され
ていたとしても、スタティックモードのまま変わりません。

ライトモードでは既存のイベントは再生されませんが、トリム
モードでは再生され、データがマージされます。

REVERT TIME（ リバートタイム）

スイッチイベントはフェーダームーブのような連続的に変化す
るデータではないので、元のデータにスムーズにつなげる必要
はありません。リバートタイムを変更してもスイッチイベント
の記録には影響ありません。

CONTROL SENSE TIME OUT とスイッチイベント

本機のフェーダーはタッチセンス機能付きですので、フェーダ
ーを触ったり離したりする操作で、オートメーションレコーデ
ィングのパンチイン／アウトを行えます。

トップパネルのキーにはタッチセンス機能はありません。これ
らのコントロールはライトモードまたはトリムモードがオンの
時に押すと、スイッチイベントが記録されます。CONTROL
SENSE TIME OUT パラメータで指定した時間が経過すると、自動
でオートメーションレコーディングからパンチアウトされま
す。このパラメータは0.5 秒単位、0.5 秒～ 10 秒の範囲で
設定できます。
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オートリバートの選択肢

CONTROL SENSE TIME OUT チェックボックスとAUTO REVERT の
WRITE またはTRIM チェックボックスをチェックすると、コン
トロールごとに自動でスイッチイベントの記録が止まります。
マニュアルで記録を止める必要はありません。この場合、各キ
ーを最後に押したタイミングとCONTROL SENSE TIME OUT パラ
メータの設定値によって、スイッチイベントの記録が停止する
タイミングが異なります。

トップパネルのキーの場合は、CONTROL SENSE TIME OUT パラ
メータで指定した時間が経過すると、REVERT キーを押さなく

てもライトが終了します。CONTROL SENSE TIME OUT パラメー
タによって、トップパネルのキーが、まるでタッチセンス機能
を持つキーのように動作します。

スタティックデータ位置の上にスイッチイベントを書き込む
と、新しいスイッチイベントが追加されるだけですが、すでに
スイッチイベントがあり、その上に新しいスイッチイベントを
書き込むと、ライト動作を終了するタイミングを自在に設定す
ることができます。

この動作を下図の例で見てみましょう

図4.13: オートリバートがオン時に、以前のスイッチイベントの上に新規スイッチイベントを記録
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オートリバートもしくはControl Sense Time out をオフにしてお
くと、タイムコードを停止するかREVERT キーを押すことで、
スイッチイベントのライトをマニュアルで止めることができま
す。

この場合、ライトしているコントロールはすべて、タイムコー
ドの停止またはREVERT キーの押下時点で同時にライトを停止
します。

下図の例で見てみましょう。

図4.14: オートリバートがオフ時に、元のスイッチイベントの上に新規スイッチイベントを記録
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Write To End 機能

ライトモードのリバートタイムを∞ s（無限大）に設定すると、
オートメーションの記録が終了してからそのプログラムの終わ
りまでは、該当コントロールの最後の設定が維持されます。こ
れがWrite To End 機能です。

オートメーションの記録終了時からプログラムの終わりまでに
存在するスイッチイベントはすべて消去されます。

下図でWrite to End 機能の使用例を見てみましょう。

Write/Trim To End 機能を終了するには、タイムコードを停止す

ることが必要です。タイムコード受信中にマニュアルでライトモー

ドまたはトリムモードをオフにすると、Write To End 機能は終了

しません。

Write To End 機能を使うには、必ずオートリバート機能をオンに

してください。

ノート 

図4.15: Write to End 機能がオン時に、新規スイッチイベントを記録
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ミックスムーブのトリム

コントロールのミックスムーブには満足しているが、そのムー
ブの全体レベルだけを上げ下げしたい、という場合があります。
そんな時、トリムで既存のムーブのレベルを変更します。

手順:

タイムコードソース再生の開始前または後にTRIM キーを押し
ます。キーのインジケータが点灯します。タイムコード受信中
に、必要なトリム操作を行います。

結果:

ミキサーがトリムモード時でタイムコード受信中は、コントロ
ールを操作すると、そのコントロールのトリムができます。こ
のコントロールを通過するオーディオは、元のミックスムーブ
にトリム操作で行った増減を反映させたレベルになります。

タッチセンス機能を持つフェーダーの場合は、フェーダーに触
った時点からトリムが始まります。

POD コントロールの場合は、そのコントロールを操作した時
点からトリムが始まります。

ライトモードではすでにあるイベントは再生されませんが、ト
リムモードではすでに存在するイベントを再生するので、すで
に存在するイベントと新規イベントがマージされて記録されま
す。

トリムオール機能

AUTO SETUP 画面でTRIM ALL チェックボックスをチェックする
と、タイムコード受信中に任意のコントロールを操作すること
で、そのコントロールのオートメーション全体のレベルを調整
すること

ができます。

タイムコード受信中、トリムオール機能がオンの時はイベント
は何も記録されません。

パスを終了するにはタイムコードを停止します。

本書オートメーションガイド10 ページの「オートメーション
の概要：TRIM ALL」の項をご参照ください。

同一パス内で、トリムオール機能と他のグローバルなオートメーシ

ョンモードとは併用できません。

ノート 

リバートタイム

コントロールのミックスムーブに対するトリムが終わると、ト
リム開始以前に存在したミックスデータが読み出されます。以
前のデータとはダイナミックミックスムーブか、コントロール
位置のスタティックデータのいずれかです。トリムされたミッ
クスムーブの最後から以前のデータへスムーズに遷移するのに
かかる時間をリバートタイムと呼びます。

トリムされたミックスムーブと、以前の設定との間でスムーズ
な遷移が行われるようにするために、タイムコードを停止して
も、その停止時点を越えてリバートタイムが適用されます。
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オートリバートの選択肢

AUTO REVERT のTRIM をオンにすると、ミックスムーブのトリ
ムがコントロールごとに自動停止します。マニュアルでトリム
を止める必要はありません。この場合、フェーダーから手を離
した時点で、またはPOD つまみの操作を止めた時点、あるい
はタイムコードが停止した時点で、各コントロール類はそれぞ
れ異なるタイミングでミックスムーブのトリムを停止します。

タッチセンス機能付きフェーダーは、手を離した時点でリバー
トを開始します。POD つまみとエンコーダーは、操作しない

ままCONTROL SENSE TIME OUT パラメータで設定した時間が経
過すると、リバートを開始します。このCONTROL SENSE TIME
OUT の設定によって、POD つまみやエンコーダーがまるでタ
ッチセンス機能を持っているかのように動作します。

リバートが始まると、該当コントロールは指定したリバートタ
イムに従って、以前の値にスムーズに繋がっていきます。以前
の値とは、スタティックデータ、ダイナミックミックスムーブ
のいずれかです。下図の例を見てみましょう。

図4.16: オートリバートがオン時に、フェーダームーブをトリム

図4.17: オートリバートがオン時に、POD つまみ／エンコーダーのムーブをトリム
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オートリバートをオフにしておくと、タイムコードを停止する
かREVERT キーを押すことで、ミックスムーブのトリムをマニ
ュアルで止めることができます。この場合、ミックスムーブを

トリムしているコントロールはすべて、タイムコードの停止ま
たはREVERT キーの押下時点で同時にトリムを停止します。

図4.18: オートリバートがオフ時に、フェーダームーブをトリム

図4.19: オートリバートがオフ時に、POD つまみ／エンコーダーのムーブをトリム
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Trim To End 機能

トリムモードのリバートタイムを∞s（無限大）に設定すると、
オートメーションの記録が終了してからプログラムの終わりま
で、トリム操作で作成した増減量が維持されます。

Write/Trim To End 機能を終了するには、タイムコードを停止す

ることが必要です。タイムコード受信中にマニュアルでライトモー

ドまたはトリムモードをオフにしても、Write/Trim To End機能

は終了しません。

ノート 

下図でTrim to End 機能の使用例を見てみましょう。

図4.20: Trim to End 機能がオン時に、フェーダームーブをトリム

図4.21: Trim to End 機能がオン時に、POD つまみ／エンコーダーのムーブをトリム
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初期状態

コントロールの初期状態とは、最初のダイナミックミックスム
ーブが記録される直前の設定値の状態のことです。つまり、ダ
イナミックミックスムーブが記録されない限り、コントロール
がスタティックモードのときの値が初期状態の設定となりま
す。

ダイナミックミックスムーブが記録されると、そのコントロー
ルはもはやスタティックモードではなく、ダイナミックモード
になります。

図4.22: 初期状態とダイナミックデータ
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初期データ

すべてのスナップショット対象パラメータが初期データとして
保存／再現されます。

初期データの編集

コントロールがダイナミックモードに入ると、そのコントロー
ルに対して記録した新しいミックスムーブはすべてダイナミッ
クミックスムーブとなります。最初にダイナミックムーブを記
録する前に、まずコントロールの開始点（初期データ）を変更
したい場合は、Initial Edit（初期値編集機能）を使います。

1 SHIFTキーを押しながら INITIAL EDIT/ EDITキーを押して
初期値編集モードに入ります。オートメーションシステム
はダイナミックデータの読み出しを止め、すべてのコント
ロールがそれぞれの初期状態の位置に再配置されます。

2 初期データを変更したいコントロールを適宜操作します。
初期値編集モードでコントロールのキーを押すと、そのキ
ーの初期状態が新規設定になります。

初期値編集モードで、SHIFT キーを押しながら INITIAL

EDIT/DISCARDキーを押すと、すべてのパラメータが編集
前の初期値に戻ります。

SHIFTキーを押しながら INITIAL EDIT/EDITキーをもう一
度押すと、初期値編集モードを終了し、変更内容が保存さ
れます。
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下図は初期データの編集例を示したものです。

図4.23: 初期データの編集
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ライブラリーリコールのオートメーション

オートメーションミックスの一部として、ライブラリーリコー
ルのイベントが記録できます。これはスイッチイベントとして
オートメーションシステムに記録されます。

本機のライブラリーすべて（ 以下参照）が、リコールイベント
の対象になります。

● スナップショット

● EQ

● コンプレッサー／エキスパンダー

● ゲート

● エフェクト

ライブラリーで呼び出したコントロール設定と、オートメーシ
ョンシステムで再生しているコントロール設定が異なる場合が
ありますので、以下の点に注意して予期せぬ動作が起こらない
ようにしてください。

既存のスタティック設定をライブラリーリコール
イベントで上書き

スタティックモードのコントロールの設定に影響を与えるよう
なライブラリーのリコールイベントがオートメーションシステ
ムで記録されると、このライブラリーリコールのスイッチイベ
ントによって該当コントロールがダイナミックモードになり、
ライブラリーリコール直前の該当コントロールの値が初期値に
設定されます。ライブラリーリコールを記録した後タイムコー
ドを止めずに該当コントロールのダイナミックミックスムーブ
を記録すると、リバートで戻る位置は、ライブラリーリコール
後の設定値ではなく、初期設定値になります。

スタティックモードのコントロールの設定に影響を与えるよう
なライブラリーをリコールしても、そのライブラリーのリコー
ルイベントを記録しない場合は、該当コントロールを直接動か
して調節した時と同じように、スタティックデータが更新され
ます。
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ライブラリーリコールとダイナミックミックスムーブ
を組合わせる

本機のオートメーションシステムでは、ダイナミックミックス
ムーブは連続的なデータと同じように扱われます。ライブラリ
ーのリコールイベントは瞬間的な単一イベントです。オートメ
ーションシステムがダイナミックミックスムーブをリードして
いる間にライブラリーのリコールが行われると、それによって
影響を受けるコントロール類はライブラリーで呼び出した値に
設定された後、タイムコードの現在位置が元のデータ領域に入
るとすぐに、今度は以前のダイナミックミックスムーブをリー
ドしてその設定値に戻ります。この動作を意図的に利用すれば
面白い効果が作れますが、そうでない場合は、予期せぬ動作に
驚くことになります。

グループのオートメーション

グループに入っている複数のコントロールでオートメーション
システムを使う時は、以下の操作に関して配慮が必要となりま
す。

● 既存のダイナミックオートメーションが記録されているコン
トロール類をグループ化する

● グループマスターをオートメーションに記録する

● 既存のダイナミックオートメーションが記録されていないコ
ントロール類をグループ化する

● グループスレーブをオートメーションに記録する

● オートメーショングループからスレーブを外す

● 階層グループをオートメーションに記録する

オートメーションに記録されていないコントロールの
グループ化

グループ作成には通常、ST LINK/ GROUPING 画面を使います。

グループ内のグループマスター、グループスレーブもオートメ
ーションに記録できます。

グループマスターは他のコントロールと同じ要領でオートメー
ションに記録できます。グループスレーブはグループマスター
に従います。グループマスターを操作した時にはグループマス
ターのオートメーションデータのみが記録されます。グループ
から外されたグループスレーブは、グループマスターが記録し
たミックスムーブには従わず、独自のミックスムーブをリード
します。

任意のグループスレーブを、他のコントロールと同じ要領で
個々にオートメーションに記録できます。そのようなグループ
スレーブは独自のミックスムーブをリードし、その値はグルー
プマスターのムーブ値分だけ増減します。

オートメーションに記録されたコントロールのグルー
プ化

既存のダイナミックオートメーションムーブを持つコントロー
ルをグループ化できます。この場合、グループスレーブのミッ
クスムーブはそのまま保持されますが、グループマスターの全
体のムーブの影響を受けます。基本的には、グループマスター
のムーブを使って、グループスレーブのムーブを調節するわけ
です。ただし、グループマスターによって調節されたグループ
スレーブのデータを実際に書き込むわけではありません。

階層グループ

階層グループとは、複数のグループが集まったもので、マスタ
ーやグループと同じ要領で操作します。ミキシングツールとし
て非常に便利で機能性の高いものです。階層グループにはマス
ターグループとスレーブグループがあり、通常のグループ内の
マスター／スレーブと同じ要領で使用します。

階層グループはST LINK/ GROUPING 画面のGROUPING LAYERセ
クションで設定します。

ミックスファイルの管理

オートメーションシステムで保存できるデータの容量は、コン
パクトフラッシュカードの容量で決まります。

ミックスの正確な数はミックスのタイプによって異なります。
コントロールによっては、そのミックスムーブで他のコントロ
ールよりもイベント数が多い場合もあります。たとえば、
MUTE キーを押す動作は1 つのイベントですが、フェーダー
の複雑な動きは多数のイベントを要します。

ミックスデータ

ミックスデータ自体には、初期データ（すべてのスナップショ
ット対象パラメータ）とダイナミックデータの両方が入ってい
ます（3 ページの「オートメーションの対象」参照）。ミック
スデータとライブラリーデータは、USB 接続を介し、同梱の
TASCAM Mixer Companion ソフトウェアを使って、パソコ
ンに保存できます。

オートメーション再生中の設定禁止項目

オートメーション再生中に以下のミキサー設定を変更すること
はできません。

● サラウンドモード

● グルーピング設定

● チャンネルリンク設定

● パンスイッチ設定［SHIFT＋OUTPUT ASSIGNによる設
定］

● BUSS PAN Follows ST PAN

これらの設定を変更しようとすると、以下の警告画面がポップ
アップ表示され、変更を受け付けません。

-------------------------------------

cannot do this

while automation is running

-------------------------------------
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